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第４回定例会に提出された議案と審議結果

条
例
や
補
正
予
算
な
ど　

件
を
可
決

７７

　

平
成　

年
度
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
決
算
を
認
定

２６

第４回定例会

　

（
石
巻
市
新
蛇
田
地
区
（
Ａ－

１
街
区
）
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

・
財
産
の
取
得
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（（
仮
称
）石
巻
市
営
祝
田
復
興
住
宅
）

・
工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

（
追
波
川
河
川
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場
等
改
修
工
事
）

　

（
魚
町
一
丁
目
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
）

　

（
魚
町
三
丁
目
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
）

　

（
女
川
消
防
署
牡
鹿
出
張
所
建
設
工
事
）

　

（
中
瀬
公
園
災
害
復
旧
工
事
）

　

（
災
復　

－

１
号
東
２
〜
３
処
理
分
区
汚
水
管
渠（
１
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

２５

　

（
災
復　

－

２
号
東
２
〜
３
処
理
分
区
汚
水
管
渠（
２
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

２５

　

（
災
復　

－

１
号
東　

処
理
分
区
汚
水
管
渠
（
１
工
区
）
災
害
復
旧
工
事
）

３０

１６

　

（
災
復　

号
東　

〜　

処
理
分
区
汚
水
管
渠
災
害
復
旧
工
事
）

３２

２７

３１

　

（
湊
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
・
道
路
築
造
工
事
）

　

（
釜
幹
線
用
水
路
改
修
工
事
）

　

（
雄
勝
地
区
小
・
中
学
校
・
診
療
所
・
保
育
所
用
地
造
成
工
事
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
）

　

（　

年
災
長
渡
漁
港
災
害
復
旧
（
そ
の
２
）
工
事
）

２３

　

（
蛇
田
排
水
ポ
ン
プ
場
放
流
渠
築
造
工
事
）

　

（
石
巻
市
内
陸
型
産
業
用
地
造
成
（
そ
の
２
）
工
事
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

（
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
石
巻
売
場
建
設
事
業
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
工
事
）

　

（
桜
坂
高
等
学
校
建
設
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
消
防
署
西
分
署
建
設
工
事
）

　

（
魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設
災
害
復
旧
そ
の
２－

２
機
械
設
備
工
事
）

　

（　

年
災
北
上
漁
港
ほ
か
１
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
北
上
漁
港
（
３
地
区
）
ほ
か
１
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
名
振
漁
港
中
突
堤
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
前
網
漁
港
防
波
堤
ほ
か
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
泊
漁
港
ほ
か
１
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
小
淵
漁
港
ほ
か
２
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（　

年
災
長
渡
漁
港
災
害
復
旧
ほ
か
改
良
工
事
）

２３

　

（　

年
災
小
竹
漁
港
ほ
か
２
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

２３

　

（
魚
町
水
産
加
工
団
地
汚
水
管
（
３
工
区
）
布
設
工
事
）

　

（
石
巻
（
鹿
立
浜
・
竹
浜
）
地
区
防
災
集
団
移
転
宅
地
造
成
工
事
）

　

（
石
巻
（
桃
浦
・
月
浦
）
地
区
防
災
集
団
移
転
宅
地
造
成
工
事
）

　

（
牡
鹿
（
小
網
倉
、
清
水
田
浜
･
給
分
浜
･
十
八
成
浜
･
泊
浜
）
地
区
防

災
集
団
移
転
宅
地
造
成
工
事
）

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事
務
の
委
託
の
廃
止
の
協
議
に
つ
い
て

・
宮
城
県
市
町
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
利
用
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
釜
大
街
道
地
区
移
転
跡
地
買
取（
そ
の
１
）））

　

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
釜
大
街
道
地
区
移
転
跡
地
買
取（
そ
の
２
）））

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
新
渡
波
西
Ａ
復
興
住
宅
）

　

（（
仮
称
）
石
巻
市
営
中
央
一
丁
目
東
復
興
住
宅
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

人　
　
　

事

委　

員　

会

佐
藤
彰
子
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
認
定
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

２６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　

号
・
第　

号
）

２６

１０

１１

・
平
成　

年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
・
第
５
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
・
第
３
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
・
第
３
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
・
第
７
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
・
第
４
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
・
第
３
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
条
例

・
石
巻
市
適
応
指
導
教
室
条
例

・
石
巻
市
認
可
保
育
所
等
の
保
育
料
に
関
す
る
条
例

・
石
巻
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
震
災
奨
学
金
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

・
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
石
巻
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
・
承
認
）

・
事
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）
及
び
（
平

２６

成　

年
度
石
巻
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
）

２６

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

（
平
成　

年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

２６

・
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
資
本
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

２６

・
業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

（
石
巻
市
吉
野
町
一
丁
目
地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

　

（
石
巻
市
黄
金
浜
地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

決　
　
　

算

予　
　
　

算

条　
　
　

例

そ　

の　

他

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２６

１２

１９

１６

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
の
決
算
認
定
１
件
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

２６

出
議
案　

件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
計　

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

７６

７７

　

審
議
の
結
果
、
決
算
は
認
定
さ
れ
、
提
出
議
案
等
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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第4回定例会で議決した議案の中から

　今回の補正予算は、復興まちづくり情報交流館の中央館に続き、雄勝地区、牡鹿地区の情報交流館整備及び河
北地区の情報展示に要する経費をはじめ、小規模保育事業開設者へ開設費用の一部を助成するための経費、国連
防災世界会議への出展に要する経費、震災孤児に対する奨学金給付事業の拡充に要する経費、門脇中学校老朽化
対策に要する経費などについて、所要額を措置したもの。

可決された補正予算のおもな中身は

◆総務費では
　・ふるさと納税「がんばる石巻応援寄附」の寄附者に対する特産品の発送等に要する経費
　・「（仮称）石巻市復興まちづくり情報交流館」の整備に要する経費

◆民生費では
　・小規模保育事業を新たに開設しようとする者に対する補助金
　・私立保育所の安定した保育士の確保、処遇の改善等に要する補助金

◆衛生費では
　・牡鹿一般廃棄物最終処分場施設の修繕に要する経費

◆農林水産業費では
　・集落営農組織の法人化支援に要する経費及び農地の集積・集約化に要する経費
　・分収林契約に伴う分収木の売払いに係る造林者への交付金

◆商工費では
　・次世代施設園芸導入加速化支援事業により農業生産法人が実施する施設園芸拠点の整備に対する補助金の増額
　・石巻文化センターに設置していた木俣修歌碑を日和山公園内に移設するための経費

◆土木費では
　・道路街路灯の電気料、修繕料の増額
　・新市街地の宅地供給に伴う一般会計買戻し及び被災従前元地の購入促進に伴う用地購入費の増額

◆消防費では
　・国連防災世界会議の開催に伴う出展等に要する経費

◆教育費では
　・門脇中学校の屋上、外壁防水工事等の老朽化対策工事に要する経費
　・総合体育館の雨漏り修繕に要する経費

◆工事請負の契約締結について
　・追波川河川運動公園テニスコート場等改修工事（168,321,240円）
　・魚町一丁目津波避難タワー建設工事（191,160,000円）
　・女川消防署牡鹿出張所建設工事（284,532,480円）
　・中瀬公園災害復旧工事（215,509,680円）
　・湊西地区土地区画整理事業宅地造成・道路築造工事（2,941,920,000円）
　・(仮称)石巻東学校給食センター建設工事（1,277,618,400円）

そ の 他 の 議 案 か ら

◆石巻市復興まちづくり情報交流館条例
　○東日本大震災からの復旧及び復興事業の進捗や地域におけるまちづくりの取組に関する情報並びに震災から
得た知識や教訓を発信し、市民同士の意見交換や来訪者との交流の場を創出することを目的として、平成27
年3月に開設する石巻市復興まちづくり情報交流館の管理運営等について制定した。

◆石巻市奨学金貸与条例の一部を改正する条例
　○本市出身の優秀な生徒及び学生で、能力があるにもかかわらず経済的理由により就学困難な方を対象に本条
例に基づき奨学金を貸与しているが、より活用しやすい制度となるよう貸与額の増額を行うため、本条例の
一部を改正した。

可決された条例の中から
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補
助
金
の
内
容
と
財
源
に
つ
い
て

伺
う
。

　

北
上
地
区
の
植
物
工
場
を
整
備
す

る
た
め
の
土
地
基
盤
整
備
費
、
ハ
ウ

ス
等
の
建
設
費
及
び
技
術
実
証
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
の
経
費
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
全
額

が
国
庫
補
助
金
の
対
象
で
あ
る
。

　

北
上
地
区
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の

栽
培
技
術
の
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
は
九
州
程
度
の

広
さ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
先
進
技
術

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
産
物
の
輸
出

額
は
約
８
６
３
億
円
と
世
界
第
２
位
を
誇
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中
に
オ
ラ
ン

ダ
出
身
の
方
も
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
確
立
さ

れ
て
い
る
空
調
の
内
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
養

液
栽
培
等
の
技
術
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

造
船
業
の
集
約
化
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　

８
事
業
者
４
グ
ル
ー
プ
で
集
約
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

進
捗
率
が
高
い
の
は
、
雄
勝
地
区
船
越
の

合
同
会
社
で
あ
り
、
今
月
に
は
地
鎮
祭
を
行

い
、
工
場
や
事
務
所
等
の
建
設
が
始
ま
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
が
未

成
年
者
又
は
複
数
で
あ
る
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

支
給
対
象
は
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
の
順
と
な
り
、
未
成
年

者
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
同
一

順
位
の
支
給
対
象
者
が
複
数
い
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
双
方
で
調
整
を
し
て
支
給
者
を
決
め

て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、
事
務
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
国
の
条
例
準
則
に
基
づ
き
、

１
人
に
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
全
員
に
対
す
る

支
給
と
み
な
す
よ
う
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

特
別
損
失
の
内
訳
等
に
つ
い
て
伺

う
。

　

旧
市
立
病
院
本
体
敷
地
７
’７
０

０
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
、
６
億
８
０
７

７１

万
１
’４
１
９
円
、
看
護
師
宿
舎
敷
地
２
’２

０
２
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
億
３
’４
３
７
万

８２

２
’０
２
０
円
及
び
焼
却
炉
敷
地
３
６
４
・　
３５

平
方
メ
ー
ト
ル
、
２
’１
４
９
万
６
’６
５
０
円
、

合
計
１
万
２
６
７
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
、
７
億

８８

６
’３
９
４
万　

円
に
つ
い
て
、
病
院
事
業
会
計

８９

か
ら
用
途
廃
止
し
、
一
般
会
計
へ
所
管
替
え
を

行
う
も
の
。ま
た
、
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
上
の

土
地
は
、
新
た
に
一
般
会
計
か
ら
所
管
替
え
と

な
る
新
市
立
病
院
の
駅
前
用
地
２
億
６
’１
９

０
万
８
千
円
及
び
牡
鹿
病
院
用
地
３
’８
７
７

万
６
千
円
、
合
計
３
億　

万
４
千
円
で
あ
る
。

６８

　
　

月
５
日
の
本
会
議
で
、
決
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ

１２
れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁

の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例
・
補
正
予
算
審
査

保
健
福
祉
委
員
会

石
巻
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

次
世
代
施
設
園
芸
導
入
加
速
化
支
援
事

業
費
補
助
金
に
つ
い
て

平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補

２６

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

造
船
業
等
集
約
化
支
援
事
業
費
補
助
金

に
つ
い
て

　

中
央
館
の
施
設
概
要
に
つ
い
て
伺

う
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス　

・
７
平
方
メ
ー

８０

ト
ル
、
交
流
ス
ペ
ー
ス　

平
方
メ
ー

４４

ト
ル
、
そ
の
他　

平
方
メ
ー
ト
ル
の
合
計
建

１２

設
面
積
１
３
６
・
７
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
復
興
マ
ル
シ
ェ
や
石

ノ
森
萬
画
館
と
連
携
し
て
確
保
す
る
予
定
で

あ
り
、
施
設
内
で
は
動
画
映
像
や
パ
ネ
ル
の

展
示
、
各
種
資
料
に
よ
り
復
興
の
進
捗
状
況

等
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
被
災
地
と
し
て
様
々
な
経
験
や
知

識
を
伝
承
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

施
設
内
に
は
、
被
災
体
験
も
含
め
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
配
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館

条
例
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

適
応
指
導
教
室
条
例
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

　

適
応
指
導
教
室
の
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。

　

通
称
は
、
け
や
き
教
室
と
言
う
が
、

当
初
は
旧
石
巻
市
長
公
舎
に
設
置
し

て
い
た
。
震
災
に
よ
り
施
設
が
使
用
不
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
現
在
は
遊
楽
館
内
で
運
営

を
継
続
し
、
東
松
島
市
か
ら
の
１
名
を
含
む

７
名
が
通
所
し
て
い
る
。

　

け
や
き
教
室
で
は
、
学
校
や
保
護
者
と
連

携
し
、
児
童
生
徒
へ
の
教
育
相
談
活
動
、
実

態
に
応
じ
た
学
習
指
導
、
そ
れ
か
ら
望
ま
し

い
人
間
関
係
や
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
学
校
へ
の
復
帰
を

図
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
施
設
は
、
平
成　

年
度
に
土
地
を

２５

取
得
し
、
平
成　

年　

月
末
に
は
建
設
工
事

２６

１１

が
完
了
し
た
。
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　石巻市議会は、地方自治法第100条の規定による
「災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員
会」を設置し、調査・検証を行い告発してきた。
　市議会は市民の負託に応えるべく、より一層の情
報開示と説明責任を提起し、積極的に疑惑解明を求
め続けてきた。

　しかしながら、執行当局は新たな事実が得られな
ければ告訴しないとし、疑惑と問題解決に極めて消
極的であった。
　市長は、この問題を真摯に受け止め、行政の本来
の機能を取り戻せるよう、早急な真相解明と市民並
びに市議会に対し納得のいく説明と対応をとらなけ
ればならない。

　よって、亀山紘石巻市長に対し、猛省を促し、責
任を問うものである。　
　以上、決議する。

亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀山山山山山山山山山山山山紘紘紘紘紘紘紘紘紘紘紘紘石石石石石石石石石石石石巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長にににににににににににに対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるる亀山紘石巻市長に対する
問問問問問問問問問問問問責責責責責責責責責責責責決決決決決決決決決決決決議議議議議議議議議議議議問責決議

((((((((((((議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案第第第第第第第第第第第第222222222222号号号号号号号号号号号号))))))))))))(議会提出議案第2号)

・平成26年度石巻市一般会計補正予算（第９号）

・専決処分の報告並びにその承認を求めることについて

　（平成26年度石巻市一般会計補正予算）及び（平成26

年度石巻市下水道事業特別会計補正予算）

　（平成26年度石巻市一般会計補正予算）

・工事委託の年度協定（平成26年度）の一部を変更する

協定の締結について

・工事請負の契約締結について

　（石巻市総合運動公園造成（その２）工事）

　（魚町一・幸町線道路災害復旧工事）

　（災復28－２号東５～８処理分区汚水管渠（２工区）

災害復旧工事）

　（中央一丁目地区土地区画整理事業道路築造・埋設管工事）

・工事請負契約の一部変更について

　（魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その１－２

建築工事）

　（北上（小室・小指・釜谷崎）地区防災集団移転宅地

造成工事）

・亀山紘石巻市長に対する問責決議案

（平成26年11月６日開催）

第５回臨時会に提出された議案と審議結果

予 算予　　算 （原案可決）

第５回臨時会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

亀山紘石巻市長に対する問責決議
（議会提出議案第２号）

氏  名

議
席
番
号

○黒須　光男1

○奥山　浩幸2

○阿部　利基3

○�橋　憲悦4

○楯石　光弘5

－安倍　太郎6

○阿部　正春7

○遠藤　宏昭8

○大森　秀一9

○木村　忠良10

○櫻田　誠子11

○渡辺　拓朗12

×首藤　博敏13

×山口荘一郎14

×水澤冨士江15

×渡邉　昌明16

×阿部　正敏17

×近藤　　孝18

○阿部　久一19

○丹野　　清20

○森山　行輝21

○阿部欽一郎22

○伊藤　啓二23

×千葉　眞良24

×�橋　栄一25

×青山　久栄26

×庄司　慈明27

×西條　正昭28

×後藤　兼位29

×千田　直人30

16賛　　　成

13反　　　対

0退　　　席

0欠　　　席

※○：賛成、×：反対、△：退席、欠：欠席
※安倍太郎議員は議長であるため採決には加わりません。

▲第５回臨時会　議会案第２号の起立採決の様子

そそ の　の　他他 （原案可決・承認）
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緊

急

質

問

第
5
回
臨
時
会

問　

市
災
害
対
策
本
部
に
亀
山
市
長
の
肝
い
り
で
参
画
を
許

さ
れ
、
市
役
所
内
外
で
活
動
し
た
会
社
社
長
が
公
金
を
搾

取
し
た
こ
と
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
単
な

る
公
金
搾
取
事
件
で
は
な
い
。
復
旧
を
願
う
市
民
、
石
巻

の
た
め
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
を
裏
切
る
結

果
と
な
り
、
人
の
真
心
も
奪
う
許
し
が
た
い
事
件
で
あ
る
。

石
巻
市
へ
の
信
用
を
損
な
い
、
大
失
態
を
さ
ら
け
出
す
こ

と
に
な
っ
た
。
議
会
や
関
係
者
か
ら
、
石
巻
市
の
責
任
者

で
あ
る
亀
山
市
長
は
、
い
ち
早
く
逮
捕
さ
れ
た
会
社
社
長

を
告
発
す
べ
き
だ
と
の
指
摘
を
実
行
し
な
い
ま
ま
、
今
回

の
逮
捕
と
な
っ
た
。
亀
山
市
長
が
熟
知
し
た
人
物
と
し
て
、

会
社
社
長
は
行
動
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
大
き
な
問
題
で

あ
る
。

　
　

そ
こ
で
、
こ
の
搾
取
事
件
は
、
な
ぜ
起
き
た
の
か
。
市

は
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
今
後
ど
う

対
応
す
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
謝
罪
す
る
の
か
。
誰
が
ど

う
責
任
を
取
る
の
か
伺
う
。

答　

捜
査
権
の
な
い
行
政
で
は
、
調
査
は
難
し
く
警
察
の
捜

査
に
協
力
し
、
警
察
の
捜
査
を
見
守
り
た
い
。
責
任
云
々

に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

問　

市
長
は
、
震
災
が
れ
き
処
理
水
増
し
請
求
詐
欺
事
件
を

受
け
て
開
催
さ
れ
た
「
市
議
会
全
員
協
議
会
」
へ
の
出
席

要
請
に
対
し
、
公
務
を
理
由
に
欠
席
。

　
　

今
回
の
事
件
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
市
が
被
害
者

の
残
念
な
詐
欺
事
件
。
石
巻
市
民
が
被
害
者
で
あ
り
、
議

員
も
市
長
も
被
害
者
な
の
だ
と
い
う
当
事
者
意
識
が
あ
れ

ば
、
市
議
会
か
ら
の
開
催
申
し
入
れ
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

市
長
自
ら
が
、
事
件
の
概
要
報
告
を
す
る
機
会
を
早
急
に

設
定
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

ま
た
、
市
議
会
か
ら
の
再
三
の
助
言
を
無
視
し
、
被
害

者
で
あ
る
は
ず
の
本
市
は
、
警
察
へ
の
「
告
訴
」
を
見
送

り
続
け
て
き
た
。
そ
の
事
実
が
市
民
の
目
に
は
、
２
年
半

も
の
長
期
間
に
わ
た
り
問
題
を
棚
上
げ
し
て
き
た
と
映
っ

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
民
に
対
し
て
の
説
明

の
場
も
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

市
長
は
、
市
民
の
声
を
代
弁
す
る
我
々
市
議
会
を
軽
ん

じ
て
き
た
が
、
今
後
、
議
会
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
気

持
ち
は
あ
る
の
か
。
議
会
の
意

見
に
耳
を
傾
け
る
思
い
は
あ
る

の
か
。
明
快
な
答
弁
を
求
め
る
。

答　

市
の
調
査
に
お
い
て
、
客
観

的
な
根
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
、
告
訴
で
き
な
か
っ
た
。
警

察
の
捜
査
に
は
全
面
的
に
協
力

す
る
。
議
会
と
の
関
係
は
、
車

の
両
輪
と
の
思
い
で
同
じ
方
向

に
進
む
。

遠
藤　

宏
昭　
議
員

�
橋　

憲
悦　
議
員

・
亀
山
市
長
の
議
会
対
応
に
つ
い
て

・
平
成　

年
度
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に

２３

お
け
る
業
務
委
託
費
の
詐
欺
事
件
に
つ

い
て

問　

ご
み
処
理
業
務
で
の
詐
欺
事
件
に
よ
る
亀
山
市
政
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　
　

去
る　

月
４
日
の
日
々
新
聞
に
よ
る
と
「
警
察
発
表
で

１１

は
、
市
内
の
建
設
会
社
社
長
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
疑
念
が

浮
上
し
た
の
が　

年
春
。
写
真
の
使
い
回
し
な
ど
不
自
然

２４

な
点
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
市
は
告
発
を
見
送
り
続
け
、
関

係
者
意
識
が
薄
す
ぎ
る
。
被
害
者
は
市
と
い
う
よ
り
も
市

民
で
あ
り
、
全
国
の
納
税
者
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て

ほ
し
い
。」と
報
じ
ま
し
た
。
当
局
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
た
の
か
。

答　

何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
市
長
を
含
め
職

員
は
、
一
切
関
与
し
て
い
な
い
。
市
は
被
害
者
で
あ
り
、

責
任
を
明
ら
か
に
す
る
立
場
に
な
い
。

問　

写
真
に
写
っ
て
い
る
労
務
者
は
、
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
あ
り
、
給
料
の
受
領
に
つ
い
て
も
、
賃
金
台
帳
は

な
く
、
給
料
袋
に
押
す
だ
け
、
又
、
こ
の
会
社
だ
け
が
提

出
書
類
が
一
日
で
会
計
課
に
回
る
な
ど
、
政
治
家
及
び
職

員
が
便
宜
を
図
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。

答　

災
害
直
後
の
混
乱
の
中
で
あ
り
、
見
抜
け
な
か
っ
た
こ

と
は
反
省
し
て
い
る
。

・
平
成　

年
度
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お

２３

け
る
業
務
委
託
費
の
詐
欺
事
件
に
お
い
て
、

藤
久
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
逮
捕
に

よ
る
亀
山
市
政
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

黒
須　

光
男　
議
員

▲復興途上のふるさと石巻
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問　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
中
、
捜
査
権
の

必
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
、
一
方
で
そ
れ
を
拒
ん
で
い
た

よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
お
答
え
が
あ
っ
た
。

　
　

神
戸
に
お
い
て
も
公
金
が
絡
ん
だ
様
々
な
疑
義
が
あ
っ

た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
影
の
部
分
に
き
ち
ん

と
光
を
差
し
込
む
よ
う
、
震
災
を
発
信
・
伝
承
す
る
際
に

留
意
し
た
手
法
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

今
後
の
捜
査
の
進
展
に
応
じ
て
対
応
し
た
い
。

問　

現
状
の
復
興
の
基
礎
は
国
民
の
血
税
で
あ
る
。
日
本
国

民
す
べ
て
か
ら
応
援
を
も
ら
っ
て
い
る
石
巻
市
の
復
興
で

あ
る
の
だ
か
ら
、
誠
実
さ
と
公
正
さ
を
徹
底
し
た
事
業
、

行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
。
今
回
の
事
件
は
、
一
定

の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
関
連
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
復
旧
復
興
の
在
り
方
、
復
旧
の
総
括
を
し
っ

か
り
と
行
う
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

捜
査
の
結
果
次
第
だ
が
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

問　

今
回
の
事
件
に
対
し
、
議
員
と
な
る
以
前
の
出
来
事
で

コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
場
で
は
な
い
が
、
突
然
の
逮
捕
者
が

出
た
と
い
う
事
実
を
重
く
受
け
と
め
、
別
の
視
点
か
ら
極

め
て
基
本
的
な
事
を
質
問
す
る
。
藤
久
の
伊
藤
社
長
は
、

ブ
ロ
グ
（
ネ
ッ
ト
上
の
日
記
）
で
詳
し
く
当
時
の
ガ
レ
キ

処
理
状
況
を
写
真
入
り
で
全
国
に
毎
日
の
よ
う
に
発
信
し

て
い
た
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
は
「
奇
跡
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
絶
賛
さ
れ
「
石
巻
モ
デ
ル
」
と
も
呼

ば
れ
全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の
ブ
ロ
グ
の
中
で

電
話
で
の
市
長
と
の
直
接
の
会
話
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

「
あ
ま
り
面
識
は
な
い
。」と
い
う
市
長
の
言
葉
に
は
違
和

感
を
覚
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
。

答　

以
前
の
事
な
の
で
良
く
覚
え
て
い
な
い
が
、
そ
う
言
わ

れ
れ
ば
、
電
話
を
か
け
た
よ
う
な
記
憶
は
あ
る
。

問　

議
会
で
の
議
論
を
な
ぜ
放
置
し
て
告
発
し
な
か
っ
た
の

か
。

答　

当
時
は
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
も
告
発

す
べ
き
か
否
か
、
弁
護
士
や
警
察
当
局
と
も
協
議
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
告
訴
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成

　

年
３
月
以
降
、
警
察
の
捜
査
に
は
関
係
書
類
の
提
出
や

２５当
時
の
担
当
職
員
の
事
情
聴
取
な
ど
全
面
的
に
協
力
し
て

お
り
、
決
し
て
放
置
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

問　

百
条
委
員
会
で
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
も
独
自

の
対
応
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

百
条
委
員
会
の
記
録
提
出
要
求
を
当
該
社
長
が
拒
否
し

た
こ
と
で
、
議
会
が
告
発
し
た
経
緯
や
、
市
の
調
査
に
限

界
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
、
警
察
の
捜
査
に

全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
が
採
る
べ
き
最
善

の
方
法
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
に
議
会
と
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

答　

二
元
代
表
制
の
も
と
、
首
長
と
議
会
は
と
も
に
住
民
を

代
表
す
る
立
場
に
あ
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
同
様
、
議
会
が
有
す
る
行
政
へ
の
監
視
機
能

を
十
二
分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
議
会
と
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

丹
野　
　

清　
議
員

楯
石　

光
弘　
議
員

阿
部　

利
基　
議
員

・
震
災
が
れ
き
処
理
費
水
増
し
請
求
に
よ

り
建
設
会
社
社
長
が
詐
欺
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

・
平
成　

年
度
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に

２３

お
け
る
業
務
委
託
費
の
詐
欺
事
件
問
題

に
つ
い
て

・
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
費
の
詐
欺

事
件
に
お
け
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

石巻市議会
豆知識

Ｑ　問責決議って

どういうこと？

Ａ　市議会において、

市長や議長などの

責任を問うことを

内容として行われ

る決議のことです。

　　法的拘束力はあ

りません。



8

庄
司　

慈
明　
議
員

問　

逮
捕
さ
れ
た
伊
藤
秀
樹
氏
が
一
般
社
団
法
人
石
巻
災
害

復
興
支
援
協
議
会
の
代
表
理
事
と
な
る
に
あ
た
り
、
石
巻

市
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

同
氏
が
代
表
理
事
に
な
っ
た
経
緯
は
も
ち
ろ
ん
同
法
人

の
設
立
に
つ
い
て
も
、
石
巻
市
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。

問　

市
当
局
は
こ
れ
ま
で
も
「
な
ぜ
同
人
を
詐
欺
罪
で
告
発

で
き
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
改
め
て

そ
の
理
由
を
問
う
。

答　

詐
欺
罪
の
構
成
要
件
の
中
で
、
特
に
だ
ま
そ
う
と
す
る

意
思
（
欺
罔
の
意
思
）
を
証
明
す
る
こ
と
が
、
捜
査
権
の

な
い
石
巻
市
の
調
査
で
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
事
件

発
覚
以
来
、
二
人
の
弁
護
士
に
「
詐
欺
罪
で
告
発
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
か
」
と
の
相
談
を
そ
の
度
毎
に
新
た
な

資
料
を
提
示
し
な
が
ら
合
計
６
回
行
っ
た
が
、「
推
測
で

の
判
断
は
出
来
な
い
。
疑
念
は
あ
っ
て
も
そ
れ
だ
け
で
詐

欺
と
の
心
証
を
形
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

問　

そ
れ
が
、
今
回
告
発
し
た
理
由
は
何
か
。

答　

警
察
よ
り
、「
取
調
べ
の
中
で
４
社
の
協
力
会
社
の
う

ち
１
社
が
『
取
引
は
架
空
で
あ
っ
た
』
と
の
告
白
を
し
た
」

と
の
情
報
が
入
り
、
欺
罔
の
意
思
を
こ
れ
で
立
証
で
き
る

と
判
断
し
、
告
発
に
至
っ
た
。

問　

こ
れ
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
議
会
全
員
協
議
会
に
市
長
が

出
席
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
最
新
の
施
設
園
芸
を

行
う
と
い
う
国
策
を
、
北
上
地
区
で
実
現
す
る
為
の
説
明

を
同
国
国
王
等
に
し
て
い
た
。
欠
席
し
た
ら
国
際
問
題
に

発
展
し
か
ね
な
い
、
重
要
な
会
議
で
あ
っ
た
。

・
平
成　

年
度
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お

２３

け
る
業
務
委
託
費
の
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

■
平
成　

年
度
公
立
中
学
校
使
用
「
歴
史
・

２８

公
民
教
科
書
」
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

（
提
出
者
）
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会

宮
城
県
支
部
長　

饗　

庭　

道　

弘

第第第第第第第第第第第
44444444444
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

※
議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３
回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会
ににににににににににに

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
関
す
る
陳
情

（
提
出
者
）
宮
城
県
肝
臓
病
交
友
会

　

代
表　

大　

江　

正　

義

　
　
　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護
団

　

団
長　

鹿　

又　

喜　

治

　
　
　
　
　

薬
害
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団

　

団
長　

増　

田　
　
　

祥

※
こ
の
陳
情
は
第
３
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、

第
４
回
定
例
会
の
保
健
福
祉
委
員
会
で
審

査
、
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
特
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
の
患
者
が
合
計
３
５
０
万
人
以
上
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

肝
炎
対
策
基
本
法
等
に
よ
り
国
の
法
的
責
任
は
明
確
に
な
っ
て

い
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
は
、
現
在
、

肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象

と
な
る
医
療
が
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
減
少
を
目
的
と

し
た
治
療
法
等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
費
助
成
の
対

象
か
ら
外
れ
て
い
る
患
者
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
特
に
、
肝
硬

変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い

だ
け
で
な
く
、
就
労
不
能
の
方
も
多
く
、
生
活
に
困
難
を
来
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
肝
硬
変
を
中
心
と
す
る
肝
疾
患
も
身
体
障
害

者
福
祉
法
上
の
障
害
認
定
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
医

学
上
の
認
定
基
準
が
き
わ
め
て
厳
し
く
、
現
在
の
制
度
は
、
肝

炎
患
者
に
対
す
る
生
活
支
援
の
実
効
性
を
発
揮
し
て
い
な
い
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
時
（
平
成　

年　

月
）
に
は
、

２３

１２

「
と
り
わ
け
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助

成
を
含
む
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
」
と

の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
国
に
お
い
て
は
、
肝
硬
変
・

肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を
含
む
生
活
支
援
に
つ
い

て
、
新
た
な
具
体
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
、
年
間
４
万
人
以
上
の
方
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
医
療
費
助
成
を
含
む
生
活
支
援
の
実
現
は
、
一

刻
の
猶
予
も
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
下
記
事
項
を
迅

速
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と

２　

身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定

制
度
と
す
る
こ
と

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

９９

す
る
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
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一般質問

議員21人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第４回定例会の一般質問は、１２月１５日か

ら１９日までの５日間行われました。今回は

２１人の議員が市政全般にわたり市当局の見

解をただしました。その中から、いくつか

の質問と答弁の要旨を紹介します。

　なお、このコーナーは、質問を行った議

員自らが市当局の答弁に基づき、記事の編

集を行っています。

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①黒須　光男
１　デッドロックの亀山市政について

②遠藤　宏昭
１　市役所の対応のまずさに対する市民の不満について
２　市内小学校における学級崩壊の現状について

③千田　直人
１　危険ドラッグの現状と防止対策について
２　新市まちづくり計画改定について

④奥山　浩幸
１　解散総選挙後の市政運営について
２　教育環境の整備について
３　当市の「ゴミ置き場」の設置基準について

⑤森山　行輝
１　石巻市複合文化施設について
２　聖火台活用方について
３　来春開校する桜坂高校について

⑥阿部　利基
１　新教育制度について
２　多文化共生社会について、其の二

⑦山口荘一郎
１　復興過程での住環境整備について
２　人口減少を踏まえた次世代育成政策について

⑧丹野　　清
１　石巻駅周辺整備の取り組みと今後の見通しについて
２　防災集団移転促進事業（半島部）についてと危険区域

に指定された漁港背後地の整備計画について
３　石巻市の雨水対策について
４　渡波地区の復旧・復興について

⑨近藤　　孝
１　新市まちづくり計画と合併特例債について
２　復興交付金について
３　公民館活動のあり方について
４　河南地区の課題について

⑩阿部　正春
１　有害鳥獣駆除対策について
２　半島部漁業集落の復興再生について
３　災害弱者の避難者支援マニュアルについて
４　祝田地区の問題について

⑪水澤冨士江
１　女川原発再稼働の動きと市民の安全について
２　発達障がい支援について
３　中心部の諸課題について

⑫木村　忠良
１　防災道路について
２　震災後の観光振興について

⑬千葉　眞良
１　道路の除雪について
２　石巻市複合文化施設について
３　聖火台について
４　住まいの再建について

⑭楯石　光弘
１　全国学力・学習状況調査の結果について
２　子供の読書活動推進について

⑮庄司　慈明
１　避難所運営の諸課題
　　　－東日本大震災における教訓は何か－
２　被災者支援の諸課題
　　　－被災者に心を寄せる行政を－

⑯阿部　正敏
１　東日本大震災事業者再生支援事業の成果と進捗状況に
ついて

２　これからの観光政策について
３　北上運河沿線整備について

⑰後藤　兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について
　（１）新・石巻市行財政運営プランについて
　（２）災害に強いまちづくりについて

⑱西條　正昭
１　国の示す「地方創生」に対する石巻市の対応について
２　ＪＲ仙石線全線開通と稲井・渡波・女川までの乗り入
れについて

３　農業の振興・水産業の振興・林業の振興について

⑲櫻田　誠子
１　子育て支援策について

⑳阿部　久一
１　市政運営について
２　石巻駅周辺整備事業について
３　雄勝地区の課題について

��橋　憲悦
１　自然豊かな稲井地区に、複合文化施設の建設について
２　職員のやる気を起こす適正な人事管理について
３　市政の信用が失墜した災害廃棄物処理業務における詐
欺事件について

４　正面から向き合おうとしない大川小学校問題について
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問　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
使
用
の
死
亡
者
が
全
国
で
百
人
を
超
え
、

宮
城
県
内
の
死
亡
例
が
６
件
発
生
、
本
市
に
お
い
て
も
二
十

代
男
性
二
人
が
事
故
等
で
逮
捕
さ
れ
た
。
現
状
と
対
策
を
伺

う
。

答　

十
月
開
催
の
石
巻
市
民
食
育
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い

て
、
薬
剤
師
会
と
連
携
し
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
模
擬
薬
の
展
示
を

行
っ
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
で
「
使
用
防
止
」

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。各
学
校
に
お
い
て
薬
物
乱
用
防
止
教

室
を
開
催
し
児
童
・
生
徒
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

問　

新
市
の
一
体
化
と
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
と
し
た
計
画
の

趣
旨
だ
が
、　

年
を
顧
み
て
如
何
か
伺
う
。

１０

答　

三
つ
の
基
本
理
念
、
七
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
新
市
の

一
体
化
、
均
衡
あ
る
発
展
に
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
考

え
る
。

問　

合
併
に
伴
い
必
要
な
事
業
に
充
当
で
き
る
合
併
特
例
債
、

活
用
状
況
と
見
込
み
を
伺
う
。

答　

計
画
に
基
づ
き
約　

億
円
を
発
行
し
た
。震
災
発
生
で　

９５

１０

年
間
延
長
に
な
っ
た
。改
定
を
行
い
引
き
続
き
活
用
し
て
参
り

た
い
。

問　

引
き
継
ぎ
約
５
７
０
事
業
を
改
定
精
査
す
る
と
は
、
何
を

基
準
に
取
捨
選
択
す
る
の
か
伺
う
。

答　

現
在
計
画
の
各
事
業
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
今
後　

年
１０

間
で
実
施
が
見
込
ま
れ
る
事
業
を
追
加
し
た
い
。実
施
計
画
の

ロ
ー
リ
ン
グ
の
中
で
精
査
す
る
。

問　

計
画
一
覧
の
旧
桃
生
町
分
の
検
討
事
業
や
総
合
計
画
組

入
れ
事
業
等
成
果
を
伺
う
。

答　

桃
生
総
合
支
所
管
内　

事
業
の
内
、
完
了
及
び
継
続
中

４９

が　

事
業
、
今
後
も
地
域
住
民
の
意
見
を
参
考
に
精
査
・
検

４１
討
を
重
ね
た
い
。

問　

「
門
脇
小
学
校
校
舎
」を
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
元
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
中
に
も

「
反
対
」
の
声
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
意
を
く
み

取
っ
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

ま
た
、
震
災
遺
構
の
必
要
性
は
認
識
し
つ
つ
も
、
初
期

費
用
そ
し
て
維
持
管
理
費
用
は
、
毎
年
度
確
実
に
か
か
っ

て
く
る
。
そ
の
負
担
を
す
る
の
は
、
我
々
四
〇
代
、
五
〇

代
の
世
代
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
世
代
な
の
で
す
。

　
　

そ
こ
で
、
若
い
世
代
に
対
す
る
将
来
へ
の
費
用
負
担
に

つ
い
て
の
説
明
を
ど
う
お
考
え
か
。
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　

先
の
臨
時
会
で
「
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
が
賛
成

多
数
に
よ
り
「
可
決
」
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、

市
長
は
き
ち
ん
と
反
省
し
て
い
る
の
か
。
議
会
へ
の
対

応
・
心
境
の
変
化
は
あ
っ
た
の
か
、
伺
う
。

　
　

な
ぜ
な
ら
、
我
々
議
員
と
市
長
と
の
間
に
信
頼
関
係
が

な
け
れ
ば
、
石
巻
市
の
発
展
、
市
民
の
幸
福
な
ど
あ
り
え

な
い
の
で
す
。
猛
省
を
促
す
と
い
う
意
味
の「
問
責
決
議
」

を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お

感
じ
か
。

答　

市
民
の
意
見
を
尊
重
し
、

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
る
。

　
　

問
責
決
議
は
重
く
受
け

と
め
て
い
る
。
深
く
反
省

し
て
い
る
。

遠
藤　

宏
昭　
議
員

千
田　

直
人　
議
員

問　

年
末
の
各
マ
ス
コ
ミ
は
、
市
の
財
源
が
３
年
間
で　

億
円

８６

不
足
す
る
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。市
立
病
院
と
併
設
し
、
防

災
セ
ン
タ
ー
や
（
仮
称
）
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
で
約　

億
５１

円
、
河
口
の
旧
丸
光
跡
地
に
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
約　

億
５０

円
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
多
額
の
固
定
資
産
税
の
あ

る
一
等
地
の
買
上
で
あ
り
、
又
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
確
実
に
赤

字
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
市
民
の
間
か
ら
心
配
の
声
が
聞

こ
え
ま
す
。議
会
人
と
し
て
、
発
言
し
て
も
足
を
す
く
わ
れ
、

黙
っ
て
い
て
は
、
笑
わ
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
あ
え
て
ダ
メ
は
だ

め
と
自
説
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　

大
川
小
の
悲
劇
で
す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
遺
族
の
身

を
け
ず
る
思
い
や
、
や
る
せ
な
い
心
情
、
行
政
や
教
育
界
が

真
正
面
か
ら
向
か
い
合
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
、
裁
判
と
も
な
り
、

市
長
と
教
育
長
の
ア
ッ
プ
の
顔
が
写
さ
れ
、
忸
怩
た
る
思
い
を

し
ま
し
た
。市
長
は
、
な
ぜ
遺
族
に
寄
添
い
、
教
育
界
を
リ
ー

ド
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

市
立
病
院
建
設
は
、
先
日
の
各
地
区
で
行
っ
た
議
会
報
告

会
で
も
交
通
渋
滞
が
予
測
さ
れ
、
雨
天
の
際
に
は
、
通
行
不

能
地
で
不
適
地
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
私

の
調
査
で
も　

％
以
上
の
市
民
が
反
対
で
あ
り
ま
す
。そ
う
し

８０

た
声
が
市
当
局
に
は
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

大
川
小
の
問
題
は
、
検
証
委
員
会
の
意
見
を
受
け
止
め
、

又
遺
族
の
提
訴
に
は
、
真
摯
に
対
応
す
る
。

　
　

病
院
建
設
地
は
賛
否
が
あ
る
が
、
議
会
で
議
決
さ
れ
て
お

り
粛
々
と
進
め
る
。

・
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
（
暗
礁
に
乗
上
げ
る
）の

亀
山
市
政
に
つ
い
て

黒
須　

光
男　
議
員

一般質問

・
市
役
所
の
対
応
の
「
ま
ず
さ
」
に
対
す

る
市
民
の
不
満
に
つ
い
て

・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て

・「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」改
定
に
つ
い
て

▲定例会一般質問を傍
聴にお越しください。
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問　

2
0
1
5
年
は
教
育
総
合
会
議
の
設
置
が
あ
り
、
教
育

委
員
会
制
度
の
改
革
、「
大
綱
」
策
定
の
義
務
な
ど
首
長
の

責
任
が
明
確
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
そ
の
「
大
綱
」
に

郷
土
愛
や
道
徳
心
、
国
旗
、
国
歌
と
い
っ
た
要
素
を
盛
り

込
み
、
教
育
の
中
で
克
己
心
を
養
い
、
復
興
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
れ
る
人
「
財
」
の
育
成
こ
そ
、
今
、
急
務
で
は

な
い
か
。

答　

準
備
段
階
で
あ
り
、
協
議
し
て
い
く
。

問　

来
年
は
教
科
書
採
択
の
年
で
も
あ
る
が
、
前
回
採
択
の

議
事
録
を
入
手
す
る
と
、
問
題
発
言
が
多
々
あ
っ
た
。

　
　

対
応
を
求
め
る
。

答　

確
か
に
問
題
が
あ
り
反
省
し
て
い
る
。
今
後
は
採
択
に

関
す
る
透
明
性
を
高
め
る
。

問　

国
の
会
計
検
査
院
か
ら
財
務
省
へ
、
在
留
外
国
人
の
所

得
控
除
が
異
常
に
高
く
、
扶
養
人
数
が
平
均　

・
２
人
と

１０

い
う
現
状
を
是
正
す
る
要
求
が
出
て
い
る
が
、
所
得
ベ
ー

ス
で
保
育
料
、
市
税
、
市
営
住
宅
な
ど
有
償
公
共
サ
ー
ビ

ス
が
決
ま
る
以
上
、
市
と
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
日
本

人
と
の
格
差
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、
門
戸
を
む
や
み
に

広
げ
る
の
は
危
険
で
は
な
い
か
。

答　

次
期
計
画
か
ら
検
討
す
る
が
、
現
状
は
共
生
を
推
進
し

て
い
く
。

問　

石
巻
市
複
合
文
化
施
設
に
つ
い
て
、
場
所
選
定
を
含
め

た
総
合
的
な
判
断
は
い
つ
な
の
か
。
市
民
会
館
の
再
建
か

ら
震
災
後
の
文
化
セ
ン
タ
ー
博
物
館
機
能
を
包
含
し
た
複

合
文
化
施
設
に
な
っ
た
経
緯
か
ら
、
場
所
の
選
定
は
考
慮

す
べ
き
で
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
井
内
四
番
、
五
番
地

内
が
最
適
と
思
う
が
当
局
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

答　

現
在
、
建
設
場
所
、
施
設
規
模
等
に
つ
い
て
、
慎
重
に

検
討
中
。
各
課
題
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

聖
火
台
の
設
置
場
所
と
関
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

設
置
場
所
は
、
総
合
運
動
公
園
内
の
「
や
す
ら
ぎ
広
場
」

の
一
画
。
聖
火
台
記
念
式
典
や
追
悼
鎮
魂
行
事
、
復
興
マ

ラ
ソ
ン
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
利
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

問　

開
校
に
あ
た
っ
て
の
当
局
の
心
情
と
市
立
女
子
高
校
と

し
て
の
特
徴
と
し
て
、
運
動
部
を
強
化
す
べ
き
。
旧
門
脇

小
学
校
を
校
庭
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
提
言
し
た
い
。

答　

長
い
歴
史
と
伝
統
を
閉
じ
る
事
に
万
感
の
思
い
。
提
言

に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
土
地
区
画
整
理

事
業
で
、「
石
巻
市
ご
み
集
積
所
指
定
基
準
」
に
基
づ
き
、

ゴ
ミ
集
積
所
と
し
て
の
適
切
な
面
積
を
確
保
さ
れ
る
よ
う

な
参
考
図
を
示
し
、
指
導
を
行
っ
て
き
た
と
の
事
で
す
が
、

集
積
所
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
所
、
確
保
し
て

い
な
い
所
が
あ
り
対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
道
路
や

歩
道
上
に
ゴ
ミ
を
置
い
て
ネ
ッ
ト
を
掛
け
て
い
る
状
態
が

ほ
と
ん
ど
で
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
上
問
題
が
あ
り
、
景

観
上
も
良
く
な
く
街
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
繋
が
り
、

行
政
区
の
区
長
さ
ん
方
も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
現
状

で
あ
る
。
実
情
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
が
現
場
に
反

映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
新
市

街
地
や
土
地
区
画
整
理
事
業
・
ミ
ニ
開
発
等
の
設
計
時
に

は
、
ゴ
ミ
集
積
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、

鳥
獣
被
害
の
衛
生
面
に
も
配
慮
し
た
集
積
所
と
し
て
、
基

準
を
見
直
し
指
導
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
確
か
に
集
積

所
を
設
置
し
て
あ
る
所
、
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

今
後
の
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
対
し
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

・
ゴ
ミ
置
き
場
の
設
置
基
準
に
つ
い
て

奥
山　

浩
幸　
議
員

森
山　

行
輝　
議
員

阿
部　

利
基　
議
員

一般質問

・
新
教
育
制
度
に
つ
い
て

・
石
巻
市
複
合
文
化
施
設
に
つ
い
て

・
聖
火
台
活
用
に
つ
い
て

・
来
春
開
校
す
る
桜
坂
高
校
に
つ
い
て

・
多
文
化
共
生
社
会
、
其
の
二
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山
口
荘
一
郎　
議
員

丹
野　
　

清　
議
員

近
藤　
　

孝　
議
員

問　

合
併
特
例
債
の
活
用
状
況
と
今
後
の
考
え
方

答　

市
道
、
教
育
、
消
防
施
設
整
備
事
業
に　

億
円
活
用
。

９７

合
併
特
例
債
延
長
法
が
成
立
し
、
平
成　

年
度
ま
で
活
用

３７

が
可
能
。

問　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
と
展
開

答　

全
体
事
業
数
５
９
１
事
業
に
対
し
、
３
９
５
事
業
が
完

了
し
約　

％
の
執
行
で
あ
る
。
合
併
特
例
債
の
延
長
に
よ
り

７０

現
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
改
定
を
平
成　

年
度
に
行
う
。

２７

問　

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
状
況
に
つ
い
て

答　

河
南
、
北
上
地
域
で
活
動
、
復
旧
、
復
興
に
関
す
る
進

捗
の
確
認
や
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
改
定
を
き
っ
か
け
に

総
合
支
所
と
調
整
。

問　

職
員
の
削
減
で
公
民
館
機
能
も
薄
れ
て
き
て
お
り
、
公

民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
議
論
す
べ
き
で
は

答　

公
民
館
が
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
中
核
的
な
施
設

と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
地
域
と
連
携
し
た
運
営
の
在
り

方
、
適
正
な
人
員
の
配
置
、
職
員
の
資
質
の
向
上
な
ど
総

合
的
に
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

問　

河
南
地
区
の
教
育
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

答　

鹿
又
小
体
育
館
、
広
渕
小
の
プ
ー
ル
改
築
は
、
平
成　

年
２７

に
実
施
計
画
。
須
江
小
の
外
壁
に
つ
い
て
は
、
早
々
に
検
討
。

問　

石
巻
駅
前
周
辺
整
備
の
取
組
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

答　

市
立
病
院
へ
の
跨
線
橋
整
備
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ
と
協
議
状

況
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
や
機
能
性
を
勘
案
し
た
。
基
本

構
造
の
選
定
を
行
う
た
め
、
基
本
設
計
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
調
査
結
果
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行
い
形
式
の

選
定
を
す
る
。

　
　

ま
た
、
鋳
銭
場
側
の
市
道
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
が
、

小
川
町
踏
切
か
ら
石
巻
駅
前
ま
で
の
狭
隘
な
市
道
に
つ
い

て
は
鉄
道
南
北
間
の
交
互
通
行
に
よ
る
道
路
の
拡
幅
を
計

画
し
て
お
り
、
本
路
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
駅
周

辺
地
区
の
交
通
渋
滞
緩
和
が
期
待
で
き
る
。

問　

石
巻
市
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

答　

震
災
に
よ
る
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
わ
た
っ

て
雨
水
排
水
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
各
排
水
ポ
ン
プ
場

の
整
備
は
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け
て
進
め
、
早

２８

３０

期
に
対
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

沢
田
、
折
立
地
区
（
万
石
浦
）
の
恒
久
的
な
対
策
と
し

て
、
新
た
に
３
か
所
の
ポ
ン
プ
場
を
設
け
、
直
径
６
０
０

〜
８
０
０
�
の
ポ
ン
プ
を
各
２
台
設
置
し
内
水
排
除
を
行

う
計
画
。

問　

渡
波
地
区
の
復
旧
、
復
興
に
つ
い
て

答　

渡
波
地
区
の
避
難
道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
道
路
、

橋
、
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量
、
建
物
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
１
月
下
旬
か
ら
個
別
面
談
会
を
開
催
し
、

用
地
取
得
を
進
め
早
急
に
工
事
に
着
手
し
た
い
。
ま
た
、

診
療
所
開
設
に
つ
い
て
は
平
成　

年
春
の
開
設
を
目
指
し
、

２８

現
時
点
で
は
内
科
外
来
診
療
に
加
え
、
健
診
機
能
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
看
護
等
の
事
業
を
見
据
え
た
施
設
の
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

み
な
し
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
既
存
の
み
な
し
仮
設
住

宅
入
居
者
が
引
き
続
き
入
居
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
プ

レ
ハ
ブ
仮
設
入
居
者
も
入
居
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答　

約
千
人
の
オ
ー
ナ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
最
大
で

約
２
５
０
戸
に
な
る
見
込
み
と
な
る
。
み
な
し
仮
設
住
宅

入
居
の
継
続
見
込
み
は
１
０
０
世
帯
に
な
り
そ
う
だ
が
、

プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
入
居
者
も
、
み
な
し
公
営
住
宅
入
居

の
対
象
と
す
る
。

問　

市
内
の
地
価
高
騰
が
続
き
、
一
般
の
子
育
て
世
代
で
は

一
軒
家
購
入
に
は
手
が
出
ず
、
市
外
へ
転
出
す
る
世
帯
が

見
受
け
ら
れ
る
。
限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
市
街
地
で
放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家

を
解
体
し
、
宅
地
売
買
市
場
に
回
し
て
も
ら
う
よ
う
に
誘

導
す
る
政
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
石
巻
か
ら
の
転
出
理
由
は
居
住
、
職
業
、
通
学

を
理
由
と
し
た
も
の
が
多
い
。
他
自
治
体
で
行
っ
て
い
る

空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
組
み
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、（
成

立
し
た
ば
か
り
の
）
空
き
家
対
策
法
の
詳
細
が
わ
か
り
次

第
、
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

・
復
興
過
程
で
の
住
環
境
整
備
に
つ
い
て

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
合
併
特
例
債

に
つ
い
て

・
公
民
館
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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阿
部　

正
春　
議
員

水
澤
冨
士
江　
議
員

木
村　

忠
良　
議
員

問　

原
子
力
防
災
上
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
大
谷
川
小
積
間

の
避
難
道
路
の
新
設
予
定
に
つ
い
て

答　

地
域
住
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
大
谷
川
浜
か
ら
小
積
浜
に

抜
け
る
新
た
な
横
断
道
路
の
整
備
を
宮
城
県
に
強
く
要
望

す
る
。

問　

県
道
２
号
石
巻
鮎
川
線
の
改
修
に
つ
い
て

答　

牡
鹿
地
区
の
住
民
が
避
難
す
る
た
め
の
道
路
が
荻
浜
地

区
で
寸
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
又
、
防
災
上
風
越
桃

浦
間
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
半
島
全
体
を
俯
瞰
し
た
整
備
を
要

望
す
る
。

問　

月
浦
地
区
の
常
長
公
展
望
公
園
整
備
に
つ
い
て

答　

展
望
台
敷
地
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
場
所
を
含
め
検
討
。

駐
車
場
は
仮
設
住
宅
撤
去
後
は
原
形
復
旧
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

鮎
川
地
区
の
観
光
整
備
計
画
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成　

年
度
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
策
定
に
着
手
。

２７

平
成　

年
度
着
工
、
平
成　

年
度
完
成
を
目
指
し
鮎
川
港

２８

２９

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

金
華
山
参
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

答　

金
華
山
は
市
の
重
要
な
観
光
資
源
で
す
の
で
、
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
神
社
か
ら
参
道
の

寄
附
を
受
け
（
仮
称
）
金
華
山
公
園
線
と
し
て
市
道
認
定
の

承
認
を
得
、
来
年
度
に
測
量
等
に
着
手
し
平
成　

年
度
に

２８

工
事
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

石
巻
市
内
で
現
在
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
産
業
へ
の

影
響
に
つ
い
て

答　

国
か
ら
出
荷
制
限
の
指
示
を
受
け
て
い
る
農
・
水
産
物

が
あ
る
。
稲
ワ
ラ
、
牧
草
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。

問　

九
州
電
力
川
内
原
発
再
稼
働
へ
の
動
き
に
つ
い
て
、
県

内
首
長
か
ら
発
言
が
相
次
い
で
い
る
。
市
長
の
見
解
は

答　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（　

キ
ロ
圏
内
）
の
自
治
体
か
ら
再
稼
働
へ
の

３０

意
見
を
聞
く
こ
と
は
、
広
域
避
難
の
観
点
か
ら
重
要
だ
が
、

同
意
が
必
要
な
自
治
体
の
範
囲
は
国
、
県
が
判
断
す
べ
き
。

問　

特
別
な
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
は
、
全
国
的

に
は
６
・
５
％
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
石
巻
の
現
状
と
特

別
支
援
員
の
十
分
な
配
置
に
つ
い
て

答　

幼
・
小
・
中
学
校
で
約
３
５
０
人
に
対
し
、
支
援
員
は

今
年
度　

人
。
支
援
員
の
増
員
を
要
望
し
て
い
く
。

５５

問　

高
齢
化
が
進
み
、
坂
の
多
い
山
の
手
地
区
の
融
雪
、
除

雪
に
つ
い
て
、
市
職
員
が
減
少
す
る
中
、
後
退
さ
せ
な
い

よ
う
求
め
る
。

答　

民
間
委
託
も
含
め
、
対
応
し
て
い
く
。

問　

日
和
山
公
園
西
側
の
整
備
。

答　

東
側
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
。
桜
坂
高
校
の
玄
関
口
に
も

な
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

現
在
の
状
況
は

答　

牡
鹿
半
島
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り　

頭
で
減
少
傾
向
に

４５

あ
り
、
宮
城
県
ニ
ホ
ン
ジ
カ
保
護
管
理
計
画
で
は
、
１
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
当
た
り　

頭
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

１０

問　

１
年
間
の
実
質
駆
除
頭
数
は

答　

有
害
捕
獲
で
５
０
０
頭
、
猟
銃
捕
獲
で
６
０
０
頭
の
１
１
０

０
頭
の
駆
除
。

問　

狩
猟
に
対
し
て
奨
励
金
を
出
し
て
は

答　

本
年
よ
り
猪
に
つ
い
て
、
奨
励
金
を
出
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
　

地
区
の
土
地
造
成
の
進
捗
状
況
は

４６

答　

河
北
二
子
地
区
（　

年
）
を
除
き　

年
ま
で
に
全
て
供
給
で
き
る

２８

２７

予
定
で
あ
る
。

問　

浜
の
ほ
と
ん
ど
が
危
険
区
域
で
、
新
し
く
住
み
た
い
人
の
土
地
の

確
保
は

答　

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
考
え
て
行
き
た
い
。

問　

一
次
避
難
場
所
の
整
備
は

答　

医
薬
品
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
車
椅
子
、
簡
易
ベ
ッ
ド
、
介
護

用
品
、
育
児
用
品
の
確
保
、
災
害
弱
者
の
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
、

間
仕
切
り
の
設
置
な
ど
、
避
難
所
生
活
に
配
慮
す
る
。ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
作
成
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
　

年
開
院
す
る
市
立
病
院
に
重
症
の
方
が
緊
急
時
に
短
期
入

２８
所
で
き
る
よ
う
に
整
備
で
き
な
い
か
。

答　

緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。増
床
に
つ

い
て
は
そ
の
後
、
状
況
を
見
て
判
断
し
て
い
く
。

問　

二
重
堤
防
に
よ
る
通
学
路
及
び
歩
行
者
道
路
の
確
保
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

県
の
堤
防
の
管
理
道
路
を
利
用
し
、
歩
行
者
道
路
と
し
て
整
備

を
考
え
る
。

一般質問

・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て

・
防
災
道
路
に
つ
い
て

・
女
川
原
発
再
稼
働
の
動
き
と
市
民
の
安

全
に
つ
い
て

・
半
島
部
漁
業
集
落
の
復
興
再
生
に
つ
い
て

・
災
害
弱
者
の
避
難
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

・
祝
田
地
区
の
問
題
に
つ
い
て

・
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

・
中
心
部
の
諸
課
題
に
つ
い
て

・
震
災
後
の
半
島
部
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
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庄
司　

慈
明　
議
員

問　

在
宅
で
避
難
生
活
を
し
た
在
宅
避
難
者
の
多
く
は
、
若
干

の
補
修
を
し
た
自
宅
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
在
宅
で
の
生
活
を
続

け
て
い
る
。そ
の
在
宅
被
災
者
の
ご
苦
労
に
報
い
る
政
策
が
必

要
。見
解
を
伺
う
。

答　

国
の
制
度
の
他
に
市
の
独
自
策
で
も
支
援
し
て
き
た
が
、
そ

の
補
充
策
や
心
の
ケ
ア
を
含
め
適
切
な
支
援
に
努
め
、
国
に

対
し
て
も
そ
の
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
て
ゆ
く
。

問　

災
害
公
営
住
宅
へ
入
居
も
来
年
１
月　

日
に
は
可
能
と

１５

な
る
。県
が
認
め
る
エ
ア
コ
ン
等
備
品
の
無
償
譲
渡
は
、
宮
城

県
内
で
は
石
巻
市
だ
け
が
実
行
し
て
い
な
い
。一
体
い
つ
に
な
っ

た
ら
実
現
す
る
の
か
。空
室
と
な
っ
た
仮
設
か
ら
渡
す
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
で
、
市
民
は
救
わ
れ
る
。

答　

県
も
集
約
時
の
移
設
に
伴
う
補
助
は
（
１
／
２
、
今
年
度

始
め
ま
で
遡
及
）
す
る
と
の
こ
と
。
出
来
る
だ
け
早
期
に
実
現

し
た
い
。

問　

甚
大
な
被
災
を
受
け
な
が
ら
も
放
置
状
態
と
な
っ
て
い
る

白
地
地
域
の
今
後
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、
中
学
校
単
位
で
の
、

手
挙
げ
方
式
の
条
例
の
裏
付
け
を
持
っ
た
、
住
民
に
門
戸
が

開
か
れ
た
、
街
づ
く
り
の
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
る
、
新

し
い
街
づ
く
り
の
会
議
の
設
置
を
提
言
す
る
。

答　

貴
重
な
提
言
と
受
け
止
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
具
体
的
に

検
討
す
る
。

千
葉　

眞
良　
議
員

楯
石　

光
弘　
議
員

　

最
近
の
、
は
や
り
言
葉
に
「
三
だ
け
主
義
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
。
確
か
に
そ
れ
は
大

事
な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
未
来
や
過
去
、
心
や
健
康
、

他
人
や
環
境
は
影
が
薄
く
な
り
、
格
差
が
拡
が
り
生
き
に
く

い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。　

考
え
方
や
生
き
方
を
変
え
ろ

と
言
わ
れ
て
も
、
人
生
後
半
以
降
の
人
々
は
、
困
難
と
よ
く

言
わ
れ
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
大
震
災
後
、
約
四
年

に
も
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
か
け
が

え
の
な
い
財
産
で
も
あ
る
、
子
供
た
ち
の
未
来
へ
の
投
資

「
教
育
」に
、
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
る
べ
き
と
考
え
る
。

問　

本
市
の
全
国
学
力
、
学
習
調
査
の
結
果
と
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
学
六
年
と
中
学
三
年
、
国
語
と
算
数
・
数
学
で
行
わ

れ
、
全
国
及
び
宮
城
県
の
平
均
を
平
成　

年
以
降
、
下

２０

回
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
は
研

修
会
等
の
回
数
を
増
や
し
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
、
家

庭
と
の
連
携
強
化
で
汚
名
を
払
拭
し
た
い
。

問　

主
体
的
に
社
会
と
向
き
合
い
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る

た
め
の
基
礎
基
本
で
あ
る
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
積
極

的
に
推
進
で
き
る
学
校
司
書
の
配
置
を
。

答　

来
年
度
予
定
の
新
し
い
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
で
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

昨
年
の
豪
雪
を
教
訓
に
し
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
豪

雪
対
策
を
見
直
し
た
の
か
。

答　

除
雪
計
画
の
見
直
し
た
。
昨
冬
の
豪
雪
時
に
は
、
融
雪

作
業
か
ら
除
雪
作
用
へ
の
切
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
、

市
内
各
所
で
交
通
渋
滞
を
招
き
、
市
民
の
皆
様
に
は
多
大

な
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
。

　
　

こ
の
こ
と
を
教
訓
に
、
こ
の
度
、
適
切
な
除
雪
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
た
。

　
　

具
体
的
に
は
、
初
動
対
応
と
し
て
、
融
雪
作
業
を
行
う

が
、
そ
の
時
の
降
雪
状
況
と
隣
接
す
る
都
市
の
降
雪
状
況

の
情
報
を
入
手
し
、
除
雪
作
業
へ
の
切
替
え
時
期
を
適
切

に
判
断
し
、
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

ま
た
、
積
雪
量
が　

�
を
超
え
、
さ
ら
に
降
雪
が
続
き

１０

交
通
に
重
大
な
影
響
が
出
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
石
巻

市
災
害
防
止
協
力
会
に
要
請
し
、
除
雪
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

問　

自
宅
再
建
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

答　

現
在
再
建
に
係
る
補
助
金
の
増
額
や
補
助
率
の
見
直
し

等
の
拡
充
に
つ
い
て
、
早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

問　

定
住
人
口
の
確
保
に
向
け
た
支
援
策
の
拡
充
が
必
要
で
は

答　

仮
設
住
宅
か
ら
一
刻
も
早
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る

「
恒
久
住
宅
」
へ
の
移
転
に
向
け
、
現
在
、
住
宅
再
建
に

係
る
補
助
金
の
増
額
や
補
助
率
の
見
直
し
等
の
拡
充
に
つ

い
て
も
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

一般質問

・
道
路
の
除
雪
に
つ
い
て

・
住
ま
い
の
再
建
に
つ
い
て

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

・
子
供
の
読
書
活
動
推
進
に
つ
い
て

・
被
災
者
支
援
の
諸
課
題

－

被
災
者
に
心
を
寄
せ
る
行
政
を－
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阿
部　

正
敏　
議
員

後
藤　

兼
位　
議
員

西
條　

正
昭　
議
員

問　

急
激
な
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
と
い
う
危
機
的
な
現
実
に
直
面

し
て
い
る
石
巻
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
市
の
積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
た
め
に
も
年
末
か
ら
年
明
け
に
国
・

県
が
策
定
す
る
総
合
戦
略
の
内
容
を
踏
ま
え
策
定
を
進
め
て
行
く
。

問　

石
巻
駅
の
ポ
イ
ン
ト
改
修
、
稲
井
・
渡
波
駅
の
ホ
ー
ム
改
修
等

に
よ
り
女
川
駅
ま
で
乗
り
入
れ
可
能
と
な
る
が
、
整
備
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

仙
石
線
、
古
川
・
女
川
間
期
成
同
盟
会
で
、
女
川
駅
ま
で
の
乗

り
入
れ
を　

月　

日
に
Ｊ
Ｒ
へ
再
要
望
し
て
い
る
。
実
現
に
向
け

１２

１２

今
後
も
強
く
要
望
し
て
行
く
。

問　

主
力
品
種
の
ひ
と
め
ぼ
れ
概
算
金
が
前
年
比　

％
の
大
幅
下
落

２５

と
な
り
苦
し
ん
で
い
る
。
担
い
手
不
足
等
を
始
め
農
家
に
対
す
る

支
援
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

県
・
農
協
と
連
携
し
な
が
ら
コ
メ
の
需
要
拡
大
、
作
付
の
推
進

に
よ
り
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
。
国
・
県
の
対
策
状
況
を
把

握
し
、
さ
ら
に
強
く
要
望
し
て
行
く
。

問　

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、
自
然
災
害
の
抑

制
等
、
我
々
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
山
林
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
産
材
の
需
要
低
迷
・
林
業
採
算
性
悪
化
等
に
よ
り
、
山
の
手

入
れ
が
行
き
届
か
な
い
。
市
・
民
有
林
の
整
備
育
成
は
、
国
・
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
推
進
し
て
行
く
。

問　

地
域
全
体
で
手
伝
い
助
け
合
っ
て
来
た
各
作
業
も
、
震
災
後
は

地
元
に
残
る
世
帯
数
の
減
少
、
漁
家
の
減
少
等
人
手
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
浜
を
継
続
的
に
支
援
す
る
手
立
て
は
あ

る
の
か
伺
う
。

答　

省
力
化
さ
れ
た
共
同
利
用
施
設
等
に
対
す
る
補
助
制
度
の
継
続
、

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
の
復
興
交
付
金
等
を
活
用
し
、
跡

地
利
用
の
検
討
を
進
め
て
行
く
。

問　

新
・
石
巻
市
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
伺
う

答　

人
と
組
織
作
り
の
強
化
を
図
り
、
歳
入
の
確
保
、
業
務

の
効
率
化
や
見
直
し
、
行
財
政
体
質
の
転
換
を
図
り
、
復

興
期
間
中
、
復
興
後
も
安
定
的
な
行
財
政
運
営
が
で
き
る

基
盤
づ
く
り
に
向
け
た
プ
ラ
ン
と
す
る
。

問　

避
難
道
路
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

答　

釡
大
街
道
線
は
、
交
付
金
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
区
間

は
年
度
内
中
に
事
業
認
可
取
得
し
平
成　

年
度
完
成
を
目

２７

指
す
。
石
巻
工
業
港
運
河
線
は
、
国
道
３
９
８
号
よ
り
南

側
区
間
は
平
成　

年
１
月
に
事
業
認
可
を
取
得
し
平
成　

２７

２７

年
度
の
完
成
を
目
指
す
。
国
道
３
９
８
号
よ
り
北
側
区
間

は
、
平
成　

年
５
月
の
事
業
認
可
取
得
を
目
標
。
北
北
上

２７

運
河
へ
の
架
橋
か
ら
施
工
し
平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指

３０

す
。
御
所
入
湊
線
は
、
平
成　

年
度
完
成
を
目
指
す
。
渡

２７

波
稲
井
線
は
、
年
度
内
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、
平
成　
３０

年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

問　

高
盛
土
道
路
建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う

答　

旧
北
上
川
の
右
岸
側
平
成　

年
度
の
完
成
目
標
に
、
定

３０

川
か
ら
石
巻
工
業
港
曽
波
神
線
ま
で
の
西
側
区
間
は
事
業

認
可
の
取
得
に
向
け
作
業
中
、
下
釜
第
一
土
地
区
画
整
理

事
業
と
の
隣
接
区
間
は
現
在
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

問　

雨
水
排
水
の
応
急
対
策
に
つ
い
て
伺
う

答　

仮
設
ポ
ン
プ
を
市
街
地　

か
所
に
１
０
７
台
設
置
し
て

４８

い
る
。

（
主
張
）
機
動
的
対
応
す
る
為
約
１
億
円
と
言
わ
れ
る
排

水
ポ
ン
プ
車
の
配
備
を
す
べ
き
だ
。

（
市
長
）
や
は
り
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問　

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
の
石
巻
市（
女
川
町
）

に
お
け
る
債
券
買
取
は
何
事
業
者
か
。

答　

平
成　

年
は　

件
、
平
成　

年
は　

件
、
平
成　

年　

月
現

２４

３７

２５

２８

２６

１１

在　

件
で
計　

件
。

１６

７１

問　

現
在
の
事
業
者
の
課
題

答　

売
上
の
回
復
が
課
題
。
機
構
は
都
市
部
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

海
外
も
含
め
販
路
開
拓
の
支
援
を
実
施
。

問　

観
光
政
策
に
お
け
る
課
題

答　

既
存
観
光
施
設
の
早
期
復
旧
。
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
整
備
。

問　

人
口
減
少
に
よ
る
個
人
消
費
を
、
交
流
人
口
で
カ
バ
ー
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

答　

被
災
地
観
光
支
援
に
よ
る
消
費
は
伸
び
て
い
る
。

問　

新
た
な
観
光
資
源
の
創
出
、
宿
泊
施
設
の
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
観
光
型
に
変
化
さ
せ
る
新
た
な
取

組
と
し
て
の
宿
泊
型
へ
の
対
応
。

問　

河
の
水
質
悪
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
機
械
堀
か
ら
流
れ
込
む

水
に
原
因
が
あ
る
。

答　

震
災
後
機
械
堀
は
地
盤
沈
下
に
よ
る
滞
留
状
況
に
な
っ
た
上
、

生
活
用
水
が
流
れ
込
み
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

問　

機
械
堀
へ
の
通
年
通
水
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

農
繁
期
以
外
通
水
は
で
き
な
い
。

問　

仙
台
市
の
六
郷
七
郷
堀
は
生
活
雑
排
水
で
汚
染
が
深
刻
化
し
、

通
年
通
水
権
利
を
獲
得
。
今
で
は
浄
化
し
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
が
。

答　

仙
台
市
の
状
況
は
確
認
し
て
い
な
い
の
で
状
況
を
調
べ
て
み
る
。

問　

担
当
課
の
や
る
気
の
問
題
で
は
な
い
の
か
。
市
民
側
に
立
っ

た
対
応
を
お
願
い
す
る
。

答　

利
水
関
係
者
、
施
設
管
理
者
と
協
議
し
水
辺
環
境
改
善
に
努
め
る
。

一般質問

・
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
事
業

の
成
果
と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
国
の
示
す
「
地
方
創
生
」
に
対
す
る
石

巻
市
の
対
応
に
つ
い
て

・
こ
れ
か
ら
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

・
北
上
運
河
沿
線
整
備
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
全
線
開
通
と
稲
井
、
渡
波
、

女
川
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

・
農
業
の
振
興
・
水
産
業
の
振
興
・
林
業

の
振
興
に
つ
い
て
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部　

久
一　
議
員

�
橋　

憲
悦　
議
員

問　

市
政
の
信
用
が
失
墜
し
た
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お

け
る
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

答　

こ
の
問
題
に
関
連
し
、「
亀
山
市
長
問
責
決
議
」
を
受
け

た
こ
と
を
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
ま
た
、
不
正
を

見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
再
発
防
止
に
努

力
す
る
。

問　

正
面
か
ら
向
き
合
お
う
と
し
な
い
大
川
小
学
校
問
題
に

つ
い
て

答　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
大
川
小
学
校
遺
族
た
ち
の
３
年
８
か

月
」
を
見
て
、
愛
し
い
お
子
様
を
亡
く
さ
れ
皆
様
の
深
い

悲
し
み
は
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
、

今
後
も
、
で
き
る
限
り
御
遺
族
に
寄
添
っ
た
丁
寧
な
対
応

を
し
て
行
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
検
証
委
員
会
の
報
告
を
も
っ
て
、
こ
の
問
題
を

解
決
済
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

自
然
豊
か
な
稲
井
地
区
に
、
複
合
文
化
施
設
の
建
設
に

つ
い
て

答　

具
体
的
な
見
通
し
が
示
せ
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
稲
井

区
長
会
か
ら
の
要
望
書
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

職
員
の
や
る
気
を
起
こ
す
適
正
な
人
事
管
理
に
つ
い
て

答　

職
員
の
意
欲
や
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
人
事
管
理

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

問　

派
遣
職
員
に
係
る
人
件
費
約　

億
円
。
平
成　

年
度
以

１９

２８

降
は
不
透
明
、
財
源
の
確
保
は
ど
う
す
る
。

答　

自
主
財
源
の
負
担
は
極
力
避
け
た
い
。
国
の
財
政
措
置

の
延
長
を
今
後
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

市
税
収
入
の
一
因
の
人
口
減
少
対
策
を
ど
う
図
る
。

答　

被
災
者
の
暮
ら
し
を
取
戻
し
、
公
共
施
設
や
産
業
基

盤
・
定
住
人
口
を
震
災
前
に
戻
す
。

問　

駅
前
北
通
り
地
区
の
浸
水
対
策
は

答　

門
脇
地
区
に
新
設
す
る
石
巻
中
央
ポ
ン
プ
に
よ
り
排
水

を
行
う
こ
と
と
し
、
駅
前
北
通
り
に
流
入
し
な
い
よ
う
に

す
る
。

問　

妊
婦
健
診
受
診
率
と
母
子
健
康
手
帳
交
付
状
況
、
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
は
早
期
が
望
ま
し
い
。　

回
の
妊
婦
健

１４

診
を
有
効
に
使
用
し
て
い
る
か
伺
う
。

答　

妊
娠　

週
ま
で
に
手
帳
交
付
、
受
理
が
望
ま
し
い
。
今

１１

後
更
に
周
知
を
行
い
、
安
心
安
全
な
出
産
に
臨
む
。

問　

少
子
化
対
策
と
し
て
も
父
親
の
育
児
参
加
が
重
要
だ
。

中
高
生
と
乳
幼
児
交
流
な
ど
啓
発
事
業
の
拡
充

答　

乳
幼
児
と
ふ
れ
合
い
命
の
尊
さ
を
学
ん
で
い
る
父
親
教

室
の
開
催
。
父
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
検
討
。

問　

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
使
い
や
す
く
す
べ
き
。

答　

子
育
て
団
体
等
の
声
を
伺
い
な
が
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

活
用
し
や
す
い
形
に
早
速
に
取
組
ん
で
い
く
。

問　

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
県
が
行
っ
て
い

る
助
成
事
業
に
市
が
独
自
で
上
乗
せ
を
行
い
評
価
す
る
。

相
談
体
制
を
整
え
る
べ
き
。

答　

市
で
は
、
年
２
回
ま
で
１
回
当
た
り　

万
円
の
助
成
を

１０

行
う
。
相
談
は
個
室
に
す
る
な
ど
細
や
か
に
配
慮
す
る
。

問　

一
時
保
育
事
業
の
受
入
れ
緩
和
に
つ
い
て

答　

就
労
な
ど
の
理
由
を
限
定
と
し
て
い
る
が
、
今
後
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
も
預
け
入
れ
で
き
る
様
に
緩
和
の
検
討
を
す
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
受
け
入
れ
拡
充
に
つ
い
て
、
６
年

生
ま
で
の
拡
充
体
制
は
整
え
ら
れ
る
か
。

答　

支
援
員
の
確
保
、
研
修
な
ど
全
力
で
取
組
む
。

問　

子
育
て
支
援
は
、
切
れ
目
な
い
体
制
を
整
え
る
べ
き
。

答　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、
就
労
の
希
望
な
ど
相
談
体
制

を
整
え
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
た
い
。

一般質問

櫻
田　

誠
子　
議
員

・
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

・
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
石
巻
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
そ
の
他
質
問
事
項

・
市
立
病
院
建
設
に
係
る
不
足
分　

億
円
に
つ
い
て

６７

・
駅
前
周
辺
付
近
の
交
通
渋
滞
対
策
に
つ
い
て

・
大
須
小
学
校
廃
校
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

・
荒
浜
海
水
浴
場
復
旧
工
事
の
遅
れ
に
つ
い
て
等
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議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会会ををををををををををを開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催しししししししししししままままままままままましししししししししししたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　平成26年11月27日（木）市内４か所の会場において、平成26年度第１回議会報告会を開催し
ました。
　４回目の開催となった今回は、４会場合わせて106人の市民の皆様の参加がありました。報
告会では、議会だより41号に基づいて第３回定例会の報告をした後、貴重なご意見や要望など
をいただきました。

各会場での詳しい内容は、ホームページで見ることができます。
次回の議会報告会は開催が決まり次第、チラシやホームページでお知らせします。

【議会報告会実績】

参加者数場　　所開催日時

27人河北総合センター

平成26年11月27日（木）
午後６時30分～８時

20人遊楽館

35人稲井公民館

24人市役所議会委員会室

アンケート回答数：89人

○男女比

　男性74人　女性15人

○年齢比

　４０代　　　 4人

　５０代　　　16人

　６０代　　　42人

　７０代以上　27人

【議会報告会で出された主な意見、提言、要望等】

●複合文化施設の建設について

●市立病院の建設について

●避難道路の整備について

●仙石線等でのハイブリッドディーゼルカー

について

●大門町の区画整理事業の遅れについて

●豪雨に対する雨水排水対策について

●中央立町商業地区の再生について

●稲井地区への公共施設誘致について

●東部地区発展のための計画等について

●新たな「道の駅」の設置について

●市街地における「ゴミ集積所」について

●障害者用ヘルプカード制度について

●行政改革について

●議会報告会について

●市長に対する問責決議について

▲議会委員会室での報告会の様子

▲河北総合センターでの報告会の様子

▲遊楽館での報告会の様子

▲稲井公民館での報告会の様子
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　玉名市では、６次産業の推進を市の重要施策として位置
付けており、地域経済の再建・活性化を図るために地域の
基幹産業が連携を強化し、地域資源に付加価値をつけて地
域加工品として磨き上げ、販路拡大に向けた取り組みを進
めて行くことを目的に、平成23年４月に「６次産業推進室」
を設置した。同時期に農林漁業関係者等の有識者、学識経
験者10名で構成する「玉名市６次産業活性化委員会」と各
産業分野に関連した所管の市職員10名で構成する「玉名市
６次産業プロジェクト会議」を立ち上げ、２つの組織にお
ける意見聴取や提言を基に、行政として可能な支援策を検
討している点について、参考となった。
　唐津市では、付加価値の高い高品質魚の養殖技術の開発
及び普及、漁場環境の保全・改善、海洋水産資源の予測・
管理の向上など、唐津水産業の将来にわたる発展に資する
ことを目的に唐津水産業活性化支援事業に取り組んでいる。
その中で高度な研修機能と産学連携の機能を兼ね備えた唐
津水産業活性化支援センターを整備し、競争力や安定力の
ある新養殖魚などを開発及び普及させる新水産プロジェク
トを九州大学等の研究機関及び佐賀県、地元水産関係者と
連携し実施していることから、産学官連携の取り組み、新
たな魚種の選定や養殖技術の向上、商品開発など、水産業
の活性化と水産物の利用による地域活性化のために大いに
参考となった。

　久留米市では、「久留米市ＩＣＴアクションプラン」を策
定し、市民の安全で安心な暮らしを支える情報化に取り組
んでおり、防災情報ネットワークの整備を進めている。本
市において、東日本大震災を教訓に新たな防災体制を整備
することとしていることから、久留米市で取組んでいた地
域のＦＭ局の割り込み放送など、非常に役立つものであっ
た。
　長崎市では、行政機関の間で情報の連携を行うことがで
き、手続きの迅速化が図られることになるマイナンバー制
度導入のための住民記録や税情報等の各システムの改修に
ついて、既に取り組んでいる。
　今後、マイナンバー制度の周知、運用管理の方法、市議
会、委員会でも研修を進め、移行完了までのプロセス、そ
して、個人情報の保護、セキュリティを完全に実施するた
めに、研修内容は非常に役立つものであった。

　岐阜市では、市民病院２期工事での累積欠損43億円や不
良債権12億円の影響で平成７年に資金不足に陥り、財政健
全化計画を策定せざるを得ない状況となったが、関係者の
弛まぬ努力により、翌平成８年度から黒字に転じ、以降、
平成18年度を除く全ての年で黒字決算となっている。石
巻市立病院の再建に参考となる内容であった。
　東近江市では、あいとう福祉モールの運営、在宅介護で
の事例共有を中心に地域包括ケアに取り組んでおり、あい
とう福祉モールは、地域の生きがいと雇用、商取引を通じ
た経済循環までを考慮して運営する方法を取り入れるなど
研修内容は非常に参考となる内容であった。
　寝屋川市では、生活保護適正化ホットラインを設置して
おり、生活保護の不正受給について市民からの情報提供を
基に現地調査を行っている。特に、暴力団員や偽装離婚、
貧困ビジネスといった社会問題について向き合う姿勢が感
じられた。また、不正受給の調査だけでなく、支援が必要
だが制度を知らないために支援が行き届いていない方の実
態調査も兼ねており、生活保護制度がセーフティーネット
として適正に機能する為に有効であると感じた。

　熊本市では、いじめや不登校が中学校第１学年で急増す
るなど教育上の様々な課題が指摘されている現行の６・３
制に対し、平成16年度から４・３・２制を導入している富
合小中一貫教育を視察した。９年間という長期スパンで一
貫した教育が行えること、学級担任制から教科担任制への
学習生活環境の激変緩和を行えること、小中学校の交流に
よって安心感・相互信頼感が醸成されることなど、学力向
上と中一ギャップの解消の点で相当の効果があることを実
感することができ、大いに参考となった。
　日田市では、バイオマスタウン構想に基づき、平成18年
度から本格稼働したメタン発酵発電施設「日田市バイオマ
ス資源化センター」を視察した。本市において長期的に調
査・研究を継続していくために非常に役立つものであった。

常任委員会行政視察レポート
各常任委員会が行った行政視察についての概要を紹介します。

【視察地及び視察項目】
●熊本市『小中一貫教育について』
●大分県日田市『バイオマス利活用事業について』

【実施日】
平成２６年１０月２１日～２３日環境教育委員会

【視察地及び視察項目】
●熊本県玉名市『６次産業推進の取り組みについて』
●佐賀県唐津市『唐津水産業活性化支援事業について』

【実施日】
平成２６年１０月２１日～２３日産業建設委員会

【視察地及び視察項目】
●福岡県久留米市『防災情報ネットワークについて』
●長崎市『マイナンバー制度について』

【実施日】
平成２６年１０月２１日～２３日総務企画委員会

▲

唐
津
市
水
産
業
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
内
を
視
察

【視察地及び視察項目】
●岐阜市『岐阜市民病院の健全経営について』
●滋賀県東近江市『地域包括ケアシステムの取り組
みについて』
●大阪府寝屋川市『生活保護制度の適正化運用について』

【実施日】
平成２６年１０月２１日～２４日保健福祉委員会

▲

日
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ

ン
タ
ー
で
説
明
を
受
け
る
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　長浜市では、全国的な流れと同じように、モータリゼー
ションの進展、大規模集客施設の郊外出店などにより、中
心市街地から人が姿を消し、商店街はシャッター通り化す
るという状態を経験しているが、長浜城再興をきっかけに、
まちの再生がはじまり、長浜出世まつりでは５２万人が来場
するなど、今では黒壁を中心としたまちづくりで、全国的
に注目を浴びて毎年200万人もの人々が訪れるまちとなっ
ている。市民と職員の気概を感じた視察であった。
　東海市では、毎年1,000人位の人口増があるにもかかわ
らず、中心市街地では、昭和55年に5,000人だった人口が
平成21年には約3,000人となっている。中心市街地を活性
化させ、新しい中心市街地を作るという目的で、平成４年
から太田川駅周辺の①土地区画整理事業、②市街地再開発
事業、③連続立体交差事業（鉄道高架事業）の整備に着手
し、現在88％の進捗率となっており、平成32年までに整備
が完了する。これら都市基盤整備は、いわゆるスクラップ
アンドビルドによるまちの再生を図るものであったため、
一時的な居住者の減少や商業活動の衰退を招いたが、事業
完了区域では居住者の増加が見られるようになった。
　これらの事業を年月をかけ着実に成し遂げる実践力に感
心した視察であった。

　今回の視察では、防災・減災への取り組みをテーマに、
富士市では総合防災、防災ラジオ及び津波避難タワーにつ
いて、名古屋市では防災安心まちづくり運動と自主防災組
織について、それぞれ視察を行った。これらの取り組みは、
石巻市における防災推進に大いに参考となるものであった。
　特に名古屋市では、人口230万人規模でありながら、自
主防災組織率がほぼ100％であるなど、防災に対する市民
の関心度は非常に高いことが窺える。自主防災組織が行う
訓練もあらゆる場面を想定して毎年実施している点など、
当市でも取り入れるべきと考える。

　大東市議会における議会活性化の取り組みについては、
平成３年から開始されている。定数の削減や、傍聴席の拡
張、議場テレビ中継の実施、議場の目的外使用、夜間議会
の開催、日曜議会の開催、議長の常任委員会委員の辞退、
一般質問における一問一答方式の導入、議会報告会、最近
では通年議会の実施など、開かれた議会を目指し、市民の
声を聞き市政に反映させている先方の考えなどを研修した。
　亀岡市議会の議会改革の取り組みのはじまりは、平成10
年10月の「地方分権と市議会の活性化」に関する調査研究
報告書（全国市議会議長会）に係る、議会運営委員会の議
論が原点である。小さいことから開始すべく、議会改革を
検討する組織として、平成15年と20年に議会活性化推進
委員会を設置した。平成23年には議会改革推進特別委員
会を設置、平成25年２月以後は議会運営委員会が担ってき
た。
　議会改革とは、「市民福祉の向上」に資する議会とするた
めに、基本条例の各条項に定める理念と現実とのギャップ
を検証し解消する活動であるとしている、多岐にわたる亀
岡市議会の取り組みを研修した。
　奈良市議会は、平成23年６月定例会で、時代の流れに即
した議会制度改革を推進し現状の議会制度全般の調査検討
を行うことを目的に「議会制度検討特別委員会」（定数13
人）を設置し、平成25年３月定例会で「議会基本条例」の
制定と「議会議員の政治倫理に関する条例」を全部改正の
議決をし、４月１日施行した。市議会が開催する本会議・
委員会・全員協議会・議員総会等を、市議会ホームページ
でインターネットライブ中継を実施している。本件を中心
として情報公開の面からも研修した。

　今回の視察では、阪神・淡路大震災からの復興をテーマ
に神戸市では震災復興市街地再開発事業と震災復興住宅の
整備について、淡路市では震災復興土地区画整理事業と震
災復興事業に伴う財政状況の推移について、それぞれ視察
を行った。20年に及ぶ復興への取組、その教訓を石巻市に
生かすために多いに参考となるものであった。
　神戸市で市街地再開発事業を実施した新長田駅南地区で
は、居住地域として人気はあるが賑わいが戻ってこないと
の事実が、被災から地域を再生することの困難性を我々に
充分に教えるものであった。
　淡路市富島地区の土地区画整理事業では、行政主導で取
り組んだために住民からの反発が強かったようであるが、
丁寧に根気強く繰り返し説明することによって、最終的には
理解が得られたという事例は、地権者の数が違うため一概に
比較することはできないが、当市においても地元の職員が
先頭に立って地権者との交渉に当たっていく必要性を感じた。

特別委員会等行政視察レポート
特別委員会等が行った行政視察についての概要を紹介します。

【視察地及び視察項目】
●大阪府大東市  『議会活性化への取り組みについて』
●京都府亀岡市『議会改革・議会活性化について』
●奈良県奈良市『議会改革について』

【実施日】
平成２６年１０月７日～１０日議会運営委員会

【視察地及び視察項目】
『阪神・淡路大震災からの復興について』
●兵庫県神戸市●兵庫県淡路市

【実施日】
平成２６年１１月１１日～１３日

東日本大震災復興再生
特別委員会

【視察地及び視察項目】
『防災・減災への取り組みについて』
●静岡県富士市●愛知県名古屋市

【実施日】
平成２６年１１月１１日～１３日

総合防災対策
特別委員会

【視察地及び視察項目】
●滋賀県長浜市『長浜市中心市街地活性化基本計画
について』

●愛知県東海市『中心市街地活性化の取り組みにつ
いて』

【実施日】
平成２６年１１月１１日～１３日

まちづくり促進
特別委員会

▲大東市での研修の様子
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　中津山第二小学校３年生は、春に大豆の種をまき、秋
にその収穫を行いました。新年になりＪＡ婦人部にお手
伝いいただき、収穫した大豆も使い豆腐づくりを行いま
した。
　豆腐づくりでは、できたての豆乳の味見をしたり、ゆ
ばを食べたりするなど、楽しそうに作業をしていました。
　最後には、真っ白でおいしそうな豆腐ができあがり、
みなさん大変うれしそうでした。

１１月
４日　山形県河北町議会議員との懇談会
　　　日産労連地方議員団行政視察来石
　　　産業建設委員会
５日　議会運営委員会

保健福祉委員会
福島県柳津町議会行政視察来石
北海道岩見沢市議会行政視察来石

６日　市議会第５回臨時会、議会運営委員会
　　　環境教育委員会、産業建設委員会
７日　石巻新庄道路・三陸縦貫自動車道に関する中央要望
　　　環境教育委員会
１１日　神奈川県鎌倉市議会行政視察来石
　　　東日本大震災復興再生特別委員会行政視察（～13日）
　　　総合防災対策特別委員会行政視察（～13日）
　　　まちづくり促進特別委員会行政視察（～13日）
１２日　主要地方道河南築館線整備促進期成同盟会県要望
　　　出来川改修促進期成同盟会県要望会
　　　全国市議会議長会特定第三種漁港協議会総会
１４日　東京都練馬区議会行政視察来石
　　　宮城県市議会議長会事務局職員研究会
１７日　市議会中央要望（～18日）
１８日　全国原子力発電所立地議会サミット（～19日）
２０日　宮城県市議会議長会議会議員研修会
２６日　議会改革推進会議
２７日　産業建設委員会現地視察・意見交換会
　　　広島県大崎上島町議会行政視察来石
　　　議会報告会
２８日　仙石線整備促進期成同盟会総決起集会
　　　古川・女川間鉄道整備促進期成同盟会総決起集会

１２月
１日　議会運営委員会
２日　石巻専修大学との圏域首長・議長懇談会
４日　議場コンサート
　　　市議会第４回定例会開会（提案理由説明）

（～19日）
　　　全員協議会、各常任委員会
５日　本会議（条例案、予算案等審議）
９日　総務企画委員会、環境教育委員会
１０日　保健福祉委員会、産業建設委員会
１１日　議会運営委員会
　　　まちづくり促進特別委員会
１５日　本会議（一般質問）
１６日　本会議（一般質問）
１７日　本会議（一般質問）、

総合防災対策特別委員会
東日本大震災復興再生特別委員会

１８日　本会議（一般質問）
１９日　本会議（一般質問、委員長報告、
　　　追加議案審議、閉会）

１月
９日　宮城県市議会議長会事務局長会議
１５日　議会運営委員会、広報広聴委員会
　　　まちづくり促進特別委員会
２０日　鹿児島市議会行政視察来石
２６日　議会運営委員会
　　　総務企画委員会
２８日　宮城県議会大震災復旧・復興対策調査特別

委員会県内調査
　　　第１回臨時会
３０日　宮城県市議会議長会春季定期総会

議会の動き

表紙から

編 集 後 記
　新年を迎え、いよいよ石巻市も再生期に入って
きました。
　議会での議案も、石巻市の将来へ向かう活力を
感じる内容が多く感じるようになっております。
石巻市の将来、十年、二十年の礎となる議案です
から、我々議員一同、それぞれの信念で持って
しっかりと議論して参る所存でございます。
　さて、１１月２７日には石巻市議会の議会報告会が
行われ、総勢106名の方においで頂き、ありがとう
ございます。議会の報告ということでさまざまな
ご意見を賜りました。行政への陳情、政策提言、
報告会のあり方など、市民の皆様のお声を議会と
して頂戴いたしました。
　頂戴したご意見は、行政に届けるべきもの、議
会として対処すべきものと分析し、所定の担当へ
届けております。この報告会ですが、頂戴したご
意見を参考にし、より素晴らしい報告ができるよう、
検証し、次に活かしていくようにして参ります。

広報広聴委員　阿部　利基


